[image: image1.png]TUNDHBH?HSHI MIHE[] CHORUS



[image: image2.jpg]


[image: image3.wmf][image: image4.jpg]~

a/uf:“(;t“xbbgﬁ

Tondabayashi Mixed C



[image: image5.wmf]
[image: image6.wmf]










ご協力ありがとうございました さん 2013年 09月 25日 14時 24分 59秒 
９月２２日の太田真紀さん、松村多嘉代さんのリサイタルが、盛会裏に終了し安堵いたしました。ＳＡＹＡＫＡ小ホールの座席数は、約３６０席となっておりますが、実に２５０人超の方が当日ご入場されたことをホールからご連絡いただきました。そのうち、連盟理事長の古畑さん福井さんの段取りにて富田林からは１４５席の動員となりました。また、そのうちの９８席が、とんだばやし混声合唱団の販売となっており、ＳＡＹＡＫＡホールの館長から別途、当団の協力に対して御礼の言葉を頂戴いたしました。これまでも、みんなの力は、団の存在をより高め、またそれが周囲からの羨望や関心を高め、新しい企画となって団の利益へと帰ってきました。合唱と同じで、みんなの気持ちが合わさって成し遂げる力は、本当にすごいですね。この団の一員で良かったと本当に思います。古畑さん、ご苦労様でした。皆さん、チケット販売、本当にお疲れさまでした。　団長　（こちらこそ感謝します。古畑）


神戸への賛助出演について さん 2013年 09月 25日 14時 39分 36秒 
前回の練習時に説明がありました通り、今週末の２８日の午後７時から中央公民館で神戸で演奏する委嘱初演信長貴富作曲「きみたち」の初練習を行います。その後、確認いたしましたところ当初２０名と思っていた参加者の数が相違しており、１８名ということが判りました。（楽譜だけ欲しいという方の数が混ざっていた様子でした。）団としては、是非２０名で参加したいと思いますので、是非、あと２名の参加をお願いしたいと思います。楽譜も余分に取り寄せいたしましたので、２８日に直接公民館に来ていただけましたらお渡しできますので、是非、練習にお越しください。約２ヶ月のミッションですが、充実した時間と感動がそこにはあります。
富田林で音取りの練習を行いますので、神戸の練習には参加いたしません。リハーサルや作曲者の来阪時等の重要な練習のみ参加いたします。（希望される方で集って練習に行くこともあります）追加の参加者をお待ちいたしています。２８日に。　団長 



鬼が爆笑しますが さん 2013年 09月 26日 08時 57分 58秒 
神戸市役所センター合唱団から、再来年２０１５年１月１１日に神戸新聞松方ホールで開催される震災２０周年演奏会への出演を依頼されました。曲目は、震災組曲でセンター合唱団との合同演奏となります。出演の可否については、来春の団員総会での決議となりますが、来年の定期演奏会でセンター合唱団とは合同で演奏いたしますので、その半年後の演奏会でもあり、出演には特別問題は無いと考えます。あの大きな被害をもたらした震災から２０年。彼の地でのレクイエムに参加させていただくことは、この曲を演奏することができる私たちの宿命でもあり、今の団にとっても必須の行事のように思います。当日は、富田林から神戸への往復のために、センター合唱団のご負担で大型バスをチャーターしていただけるとのことです。取り急ぎご案内まで。　団長
ＰＳ．富田林市少年少女合唱団の定期演奏会と重ならないと良いのですが。



委嘱ニュ－スNo15 さん 2013年 09月 28日 09時 52分 12秒 （岡田さん）
8月末に源田先生からメ－ルをいただいてから一か月。作詞された方々からのメッセ－ジがさらに先生を後押ししたのでしょうか、
またまたうれしいメ－ルが届きました。私たちの夢が少しずつですがカタチになってきました。一日も早く、新しい楽曲に出あるのを楽しみにしています。　委嘱委員
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
涼しさが増して、虫の音もひときわ高くなってきました。如何お過ごしでしょうか。組曲作曲の進行状況ですが、現在「桜の頃」がほぼ完成し、「ルリビタキ」もあと少しというところで順調に進んでおります。残り２曲を含め年内全曲完成を目指していますので、皆様によろしくお伝えください。源田俊一郎



池辺晋一郎先生の記事から（上田さんから）　・・・連載２回目 

「９番を書くにあたって、いくらなんでも（ ベートーベンのように）  「合唱付き」 なんて不遜なことはきない。

ショスタコービチはあえて軽い９番を書いている。その手も使われてしまっている。どうするか。ふと長田　弘さんの詩のことを思い出した。震災後にわき上がった「人間はいつから人間で、なぜ生きているのか」という考えは、長田さんの世界と通じる。「人はかつて樹だった」 「世界はうつくしいと」などの詩集の作品に歌を付けた交響曲を書くことにした。長田さんの言葉は自然で、構えたところがない。子供が読んでも分かり、地球、樹木、空といったものが常に流れている。普段意識しない自然を一つ一つ手に取ってみるような詩。震災後の今、立ち向かわねばならない問題と底流で一致する気がした。こうした詩を殺伐とした現代音楽にするわけにはいかない。僕が今まで書いてきたオーケストラの曲の中でもシンプルなものになるだろう。交響曲が８番、９番と続くので今年は「破竹」の勢いです。」

（次号に続く）














団ＨＰから：貞松響君予選通過 さん 2013年 09月 11日 10時 47分 47秒 


９月６日に行われた全日本学生音楽コンクール・高校生声楽の部、大阪地区大会の予選に出場されていた貞松響君が見事予選通過をされました。本選は、１０月２５日に梅新のフェニックスホールで行われます。是非とも本選も通過され、全国大会に進んでいただき、貞松ファミリーと共に喜びあいたいですね。また、響君は、大分県竹田市で１０月１８日から開催される第６７回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクールにも京都府代表として出場されます。この秋、一段と成長する響君にエールを送りましょう。おかつよし











諸連絡


○神戸市役所センター合唱団演奏会について：岡団長：11月30日(土)と12月1日(日)に行われる演奏会に当団からも有志参加ができます。両日参加、あるいは一方のみの参加も可能です。


　演奏曲：蓬莱泰三作詞、信長高富先生作曲（書き下ろし新曲）混声合唱組曲「きみたち」。楽譜は1300円で団内販売中(音取りCD付き)。練習は9月28日に既にあったように、当団で特別練習があります。詳細は別紙で。


○御礼：古畑：22日の太田さん・松村さんのリサイタルでは当団からも多数ご来場いただきチケット販売にもご協力くださいまして、団員50名超にご家族ご同伴で90人超という参加になりました。本当にありがとうございます。都合で参加できませんがと心を寄せて下さった方、カンパして下さった方、厚くお礼申し上げます。


○今後の団の演奏について：岡団長：定演やコーラスフェスを終えて、さらにパート毎の声を一つにする努力が必要です。団はそこから上手になると思うので、もっと貞松先生に集中し周囲の声に気を配って歌ってください。
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10月です。やっと暑さも治まってきました。「練習は、「富山に伝わる三つの民謡」から「こきりこ」です。まずパート別音取り。」この文章はちょうど1年前の10月号の記事です。五箇山旅行もした一年、あっと言う間だったですね。さて、「よかったです」→「感動しました」→「心地よかったです」、これは7月定期演奏会お客様アンケートで、ここ数年感想の言葉がこのように変わってきたのですと、岡団長が述べておられます。





10月5日・作成責任　古畑　等





・記入用クリップ鉛筆は私語を止め先生の指示を書き取め集中するためです。活用しましょう。軽くて楽譜にとめやすく、ボールペンのようにカチャカチャ音がしないので使いやすいです。


・シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。


１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


なお、新しい仲間、入団の方が増えてきました。今後その方々からの記事を集めたいと思います。ご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のIDでお入りください。








練習状況　９月７日（土）


　和田先生のＶＴは元気いっぱい。あの美しい声を惜しみなく聞かせてくださってＳさんやＡさんたちが懸命にそれをまねています。みるみる内に団員の声が響き出す。だからマジックです。全体発声ではオクターブで声をアップダウンしたり、「ホホホ・・」やＰＰの我慢の筋肉トレが中心でした。


　お客様ご来場。大阪狭山市合唱連盟の川竹理事長様。とりわけ熱心にＳのパート練習をお聞きでした。


「６月の狭山合唱祭でご来演いただき、７月の演奏会も聴きました。（因みに大阪狭山市から７０人ものお客様がご来場）。これからも両市の合唱連盟の絆を深めたいです。」とご挨拶。満場大拍手。


さて、練習ですが「水のいのち」。Ｂさん達は公民館で、ＳＡＴはいつものようにパート練習で音の確認です。アンサンブルでは１から５まで通しました。「雨」の出だし「ふりーしきれ」では「り」は音的には高いのでそこを強く歌いがちですが、先生は「響きを保って音量を抑えましょう」と言われます。音が高くなっても強くしない歌詞がたくさんある組曲です。以下先生の指示。「雨」はピアノがリズムを刻んでいるので遅れないように。２「みずたまり」は、スタッカートと休符を考えましょう。ただ音が無いというだけで音楽はつながっている休符は多いです。


練習状況　９月１４日（土）


公民館練習はＴでした。福井雅志先生の個人レッスンを受けました。ＳＡＢさんはリハ室で和田先生のＶＴでした。


練習曲は「阪神大震災鎮魂組曲」の第８章「わが街よ永遠に」の音取りパート練習から。始めて歌う方も少なからずですから、丁寧に音の確認から始めました。９時前にリハ室にＴが入って全体練習。今日の指揮はＴの指導に引き続き雅志先生。元気いっぱいのタクト、ありがとうございます。朗読部分は急遽、Ｂ板東さんにやっていただきました。朗々としたいい声。暗譜で歌う人もいました。


練習状況　９月２８日(土)


今回は番外編。神戸団合同演奏への有志特別練習。


信長貴富先生の「きみたち」書き下ろしの初練習を公民館で行いました。次回定演招待の神戸団へ協力しようと二十名余りが集いました。全６曲の内４つを、貞松・井関両先生（感謝！）にご指導頂きました。














○全日本学生音楽コンクール・高校生声楽の部大阪大会本選(詳細別記)。貞松響さんご出演・


10月25日(金)14時開演。場所：フェニックスホール。


○富田林高校ももせ合唱団第4回演奏会


10月27日(日)14時開演。場所：すばるホール。（多数のご来場お願いします。）


○神戸市役所センター合唱団演奏会


　11月30日(土)と12月1日(日)。場所：松方記念ホール。当団有志参加。








